
◎
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た

め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
二
年
五
月
一
九
日
法
律
第
三
五
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
二
年
三
月
三
一
日
・
衆
議
院
厚
生
労
働
委

員
会

）

○
長
妻
国
務
大
臣

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
医
療
保
険
制
度
の
安

定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
に
つ
い
て
、
そ
の
提
案
の
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
国
の
医
療
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
現
在
、
各
医
療
保
険
者
の
財

政
状
況
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
り
被
保
険
者
の
収
入
が

落
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
、
高
齢
化
等
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
主
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
国
民
健
康
保
険
に
対
し
て
講
じ
て
い
る
財
政
支
援
措
置

が
平
成
二
十
一
年
度
末
で
期
限
切
れ
を
迎
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
方
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減
措
置
も
、
多
く
の
方
に
つ
い
て
適

用
期
限
が
切
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
市
町
村
国
民
健
康
保
険
、
協
会
け
ん

ぽ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
そ
れ
ぞ
れ
の
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
保
険

料
の
大
幅
な
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営
を
図
る
と
と
も
に
、
現

下
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
、
で
き
る
限
り
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
す

る
た
め
に
必
要
な
財
政
支
援
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
こ
の
法
律
案
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
財
政
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
、
所
得
の
少
な
い
方
の
数
に
応
じ
て
市
町
村
を
支
援
す
る
制

度
や
、
高
額
な
医
療
費
に
対
し
国
及
び
都
道
府
県
が
補
助
す
る
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
定
額
以
上
の
高
額
な
医
療
費
の
負
担
を
市
町
村
が
共
有
す
る

事
業
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
の
権
限
と
責
任
の
強
化
を
図
っ
た
上
で
継
続

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
の
広
域
化
や
財
政
の
安
定
化

を
推
進
す
る
た
め
、
都
道
府
県
が
市
町
村
に
対
す
る
支
援
の
方
針
を
策
定

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
滞
納
に
よ
り
世
帯
主
に
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交

付
す
る
場
合
、
子
供
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
〇
五



中
学
生
以
下
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
世
代
に
も
、
六
カ
月
の
短
期
被
保
険

者
証
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
健
康
保
険
制
度
に
お
い
て
は
、
協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫

補
助
率
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
は
、
従
来
の
一
三
％
か

ら
一
六
・
四
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
は
、
毎
事
業
年
度
に
お
け
る
財
政

均
衡
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
被
用
者
保
険
等
の
保
険
者
が
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援

金
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
、
そ
の
額
の
三
分
の
一
を
、

従
来
の
加
入
者
割
か
ら
改
め
、
い
わ
ゆ
る
総
報
酬
割
と
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
政

状
況
等
を
勘
案
し
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
に
検
討
を
行
い
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。第

三
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
い
て
は
、
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て
、
当
分
の

間
、
延
長
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
都
道
府
県
に
設
置
す
る
財
政
安
定
化
基
金
に
つ
い
て
、
当

分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
崩
し
て
保
険
料
率
の
増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月

一
日
と
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
高
校
生
世
代
に
対
す
る
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付
や
協
会
け

ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
に
関
す
る
規
定
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。以

上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
四
月
一
五
日
）

○
藤
村
修
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的

運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
国
民
健
康
保
険
、
協
会
け
ん
ぽ
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
制

度
に
つ
い
て
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
制
し
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運

営
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
関
し
て
、
所
得
の
少
な
い
者
の
数
に

応
じ
て
国
等
が
市
町
村
を
財
政
的
に
支
援
す
る
制
度
等
に
つ
い
て
、
平
成

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
〇
六



二
十
五
年
度
ま
で
継
続
す
る
こ
と
、

第
二
に
、
協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
、
千
分
の
百
六
十
四
に
引
き

上
げ
る
こ
と
、

第
三
に
、
被
用
者
保
険
等
の
保
険
者
に
係
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
の
額

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度

に
お
い
て
、
そ
の
額
の
三
分
の
一
を
標
準
報
酬
総
額
に
応
じ
た
負
担
と
し

て
算
定
す
る
こ
と
、

第
四
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
し
て
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
被
保
険
者
に
対
す
る
保
険
料
の
減
額
措
置
に
つ
い
て
、
当
分

の
間
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
が
行
う
財
政
支
援
措
置
が
適
用
さ
れ
る
期

間
を
延
長
す
る
こ
と

等
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
三
月
二
十
五
日
の
本
会
議
で
趣
旨
説
明
及
び
質
疑
が
行

わ
れ
、
同
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
で
は
、
三
月
三
十
一
日
に
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
提
案
理

由
の
説
明
を
聴
取
し
、
四
月
二
日
か
ら
質
疑
に
入
り
、
十
三
日
に
は
参
考

人
か
ら
意
見
を
聴
取
し
、
昨
日
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
民

主
党
・
市
民
連
合
の
二
会
派
よ
り
、
四
月
一
日
と
な
っ
て
い
る
施
行
期
日

を
公
布
の
日
に
改
め
る
修
正
案
が
、
ま
た
、
自
由
民
主
党
・
改
革
ク
ラ
ブ

よ
り
、
被
用
者
保
険
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
へ
の
総
報
酬
割
の
導
入
を
取

り
や
め
る
こ
と
、
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
を
平
成
二
十
一
年
度
と
同
率

に
据
え
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
庫
は
事
業
に
要
す
る
費
用
の
不
足

額
を
補
助
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
、
さ
ら
に
、
公
明
党
よ

り
、
被
用
者
保
険
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
へ
の
総
報
酬
割
の
導
入
を
取
り

や
め
る
こ
と
、
政
府
は
財
政
力
の
弱
い
健
康
保
険
組
合
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
高
齢
者
の
医
療
費
に
係
る
国
庫
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

す
る
も
の
と
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
提
出

さ
れ
、
各
修
正
案
に
つ
い
て
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
自
由
民
主
党
・

改
革
ク
ラ
ブ
及
び
公
明
党
提
出
の
両
修
正
案
に
つ
い
て
内
閣
の
意
見
を
聴

取
い
た
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
各
修
正
案
及
び
原
案
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
、
同
日
質
疑
を
終
局
し
、
各
修
正
案
及
び
原
案
に
つ
い
て
順
次
採
決

を
行
っ
た
結
果
、
自
由
民
主
党
・
改
革
ク
ラ
ブ
及
び
公
明
党
提
出
の
両
修

正
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
し
、
二
会
派
共
同
提
出
の
修

正
案
及
び
修
正
部
分
を
除
く
原
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決

し
、
本
案
は
修
正
議
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
委
員
会
修
正
の
提
案
理
由（
平
成
二
二
年
四
月
一
四
日
）

○
青
木
委
員

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的

運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

対
す
る
修
正
案
に
つ
き
ま
し
て
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
及
び
社
会
民

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
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主
党
・
市
民
連
合
を
代
表
し
て
、
そ
の
趣
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

修
正
の
要
旨
は
、
原
案
に
お
い
て
「
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
」
と

な
っ
て
い
る
施
行
期
日
を
「
公
布
の
日
」
に
改
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
委
員
各
位
の
御
賛
同
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
五
月
一
二
日
）

○
柳
田
稔
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
の
う
ち
、
ま

ず
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
け

る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
、
国
民
健

康
保
険
制
度
に
お
け
る
広
域
化
等
支
援
方
針
の
策
定
と
財
政
基
盤
の
強

化
、
協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
の
引
上
げ
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
料
に
係
る
負
担
軽
減
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
を
公
布
の
日
に
改
め
る
旨
の
修

正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
及
び
財
政
支
援

の
在
り
方
、
協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
の
更
な
る
引
上
げ
の
必

要
性
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
へ
の
総
報
酬
割
導
入
に
伴
う
健
康
保
険
組
合

等
の
財
政
負
担
、
医
療
保
険
の
一
元
的
運
用
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
質
疑

を
行
う
と
と
も
に
、
参
考
人
よ
り
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の

詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
た
後
、
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
丸
川
珠
代
委
員
よ

り
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
へ
の
総
報
酬
割
導
入
を
取
り
や
め
る
こ
と
、
平

成
二
十
二
年
度
に
お
い
て
協
会
け
ん
ぽ
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
を
二
〇
％

に
引
き
上
げ
る
こ
と
、
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
を
平
成
二
十
一
年
度
と

同
率
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
公
明
党
を
代
表
し
て
山
本
博
司
理
事
よ
り
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
へ
の
総
報
酬
割
導
入
を
取
り
や
め
る
こ
と
、
高
齢
者
の
医
療
費
に
係
る

国
庫
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
両
修
正
案
は
予
算
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
会
法
第

五
十
七
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
い
て
内
閣
か
ら
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
両
修
正
案
に
反
対
で
あ
る
旨
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
自
由
民
主
党
を
代
表
し
て
石

井
準
一
委
員
よ
り
、
自
由
民
主
党
提
出
の
修
正
案
に
賛
成
し
、
原
案
に
反

対
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
小
池
晃
委
員
よ
り
、
両
修
正
案
及
び
原
案

に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
ま
ず
、
両
修
正
案
は
い
ず
れ
も

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
〇
八



否
決
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
本
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
否
同
数
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
国
会
法
第
五
十
条
に
よ
り
、
委
員
長
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
二
年
五
月
一
一
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

一
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
前
期
高
齢
者
に
係
る
保
険
者
間
の
費
用

負
担
の
調
整
に
よ
る
拠
出
金
負
担
に
よ
っ
て
、
運
営
に
困
難
を
き
た
し

て
い
る
保
険
者
に
対
す
る
財
政
支
援
を
、
同
法
案
の
措
置
期
限
で
あ
る

平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
間
、
継
続
し
、
か
つ
更
に
充
実
す
る
こ
と
。

二
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
広
域
化
等
支
援
及
び
適
切
な
財

政
支
援
を
行
う
こ
と
。

三
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
係
る
保
険
者
間
の
費
用
負
担
の
調
整
に
つ
い
て

は
、
そ
の
再
構
築
に
向
け
、
広
く
関
係
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も

に
、
若
年
者
の
負
担
が
過
大
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
公
費
負
担
を

充
実
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
運
営
を
図
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

一
〇
九


